
7月18日	

▲

真田氏歴史館特別企画展（８月31日まで）
	 	

▲

おはなし広場（真田図書館）
	 26日	

▲

「信州山の日」記念　真田山城ミーティング
	 29日	

▲

夏休みおはなし会（真田図書館）
８月	１日	

▲

第31回真田まつり
	 ２日	

▲

ふれあい夢コンサート2015（真田中央公民館）
	 	

▲

星空観望会（真田図書館）※予備日８月8日
	 ５日	

▲

夏休みおはなし会（真田図書館）
	 12日	

▲

夏休みおはなし会（真田図書館）
	 15日	

▲

おはなし広場（真田図書館）
	 19日	

▲

夏休みおはなし会（真田図書館）
	 23日	

▲

中原りんご祭り
	 29日	

▲

第４回真田塾（真田図書館）

8月12日	

▲

沖縄民謡ショー　三線の会　あやぱにのみなさん
9月	16日	

▲

民謡・民舞・尺八演奏　　
※イベントは全て大広間ステージで12:30から行われます。
※入館料が必要です。
【定期開催】
●ヨガ&ストレッチ…講師　倉

くら
崎
さき
直
なお
子
こ

　８月7日・19日・9月4日・16日（第1金曜日・第3水曜日）10:30〜11:30
　当日受付（予約不要）　入館料とは別に参加料500円

問　真田温泉ふれあいさなだ館　有線 2230　☎ 72-2500

ふれあいさなだ館イベント情報

　5月17日、御屋敷公園でお屋敷つつじ祭りが行われ、
大勢の観光客で賑わいました。
　今年は、３年に一度行われる三ツ頭獅子の奉納の年に
あたり、皇大神社に三ツ頭獅子の舞が奉納されました。

真田地域のイベント&スポーツ大会等

イベント情報
地域の

９月	６日	

▲

分館対抗球技大会
	 ７日	

▲

真田図書館は蔵書点検のため休館（9月11日まで）
	 19日	

▲

おはなし広場（真田図書館）
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６
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
、

真
田
地
域
協
議
会
と
真
田
地
域
の

自
治
会
長
25
人
が
、
地
域
内
分
権

の
研
修
と
し
て
、
三
重
県
松
阪
市

の
住
民
自
治
組
織
「
幸

さ
い
わ
いま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
平

成
24
年
に
設
立
さ
れ
、
松
阪
市
中

心
部
に
近
い
市
街
地
の
、
17
自
治

真
田
地
域
協
議
会
だ
よ
り

　路線バスをもっとご利用いただくために、各種イベ
ントを開催します。
★七夕バス
　

▲

７月７日㈫～８月７日㈮　　
　真田地域の年長園児のみなさんの願いや夢を描いた
絵を展示しています。
　※全てのバスに展示されているわけではありません。
　　ご了承ください。
★夏休みイベント　キッズパス　 ▲

７月 25日㈯～８月 18日㈫
　詳しくは学校から配布されるチラシをご覧ください。
★真田まつりバス乗車体験　 ▲

８月１日㈯
　真田運動公園グラウンドに路線バスが来ます。
　乗車体験や運転席試乗体験ができます。

イベントのご案内

問  真田地域公共交通利用促進協議会（地域振興課内）
　　　　　　　　　　  有線2011☎72-2201（直通）

　

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
度
、次
の
事
業
に
つ
い
て
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

１　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
真
田

丸
」放
送
に
向
け
た
体
制
づ

く
り
の
推
進

　

真
田
地
域
を
訪
れ
る
観
光
客
を
、

地
域
全
体
で
受
け
入
れ
る
体
制
づ

く
り
を
、ハ
ー
ド・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
推
進
し
ま
す
。

２　
地
域
内
分
権
確
立
に
向
け
て

の
地
域
経
営
会
議
の
設
立

　

地
域
に
お
い
て
、住
民
が
主
体

と
な
る「
住
民
自
治
組
織
」の
仕
組

み
を
検
討
す
る
場
と
な
る「
地
域

経
営
会
議
」の
設
立
を
進
め
ま
す
。

３　
菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ
リ
ゾ
ー

ト
地
の
整
備
促
進

　
2
0
1
9
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
2
0
2
0
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
ビ
ッ
グ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
控
え
、国
際
ス
ポ
ー
ツ
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

平
成
27
年
度
　
真
田
地
域
の
重
点
目
標

４　
地
域
公
共
交
通
の
推
進

　

さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
向
け
て
、

広
報
活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

５　
地
域
防
災
活
動
の
推
進

　

防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織

リ
ー
ダ
ー
研
修
を
実
施
し
、防
災

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
時
要
援
護
者
登
録

制
度
の
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

問 

地
域
振
興
課　
有
線
2
0
1
5

☎
72
¦
2
2
0
2

真田地域公共交通利用促進協議会

十の原にある「らいてうの家」が10年目のオープンを迎えまし
た。オープニングセレモニーでは、鈴木かおりとブリッジト

リオのコンサートが行われ、命の大切さや、人と人との絆をうたっ
た歌が披露されました。平塚らいてうの会会長の米

よね
田
だ
佐
さ
代
よ
子
こ
さん

は「戦後70年の節目の年。一番大切な命の平和を守るために取り
組んでいきたい」と話していました。

6月６日、上田市民陸上カーニバルがサニアパーク菅
平で行われました。この日の菅平は濃霧に覆われ、

気温11～12度と寒い日でしたが、約300名の選手の皆さん
が記録に挑戦しました。
　小学生の1000メートル競技では、トヨタ紡織陸上部の渡

わた

邉
なべ
聰
さとし
コーチ、畑

はた
田
だ
直
なお
樹
き
マネージャー、ユニクロ女子陸上競技

部の島
しま
田
だ
健
けん
一
いち
郎
ろう
コーチが招待選手として一緒に参加。「がん

ばれ」と声を掛けながら走っていました。

問  真田中央公民館 有線 2097☎ 72-2655

初夏の爽やかな青空の下、26
分館による熱戦が繰り広げられ
ました。結果は次のとおりです。

優　勝 ▼中横道分館（４年連続）
準優勝 ▼萩分館
３　位 ▼町原分館

競
技
部
門

真田中央公民館長賞 ▼真田分館
分 館 長 会 長 賞 ▼曲尾分館
真田地域協議会長賞 ▼出早分館

応
援
部
門

日
時　
８
月
23
日
㈰　
午
後
６
時
～
午
後
９
時

●
り
ん
ご
、桃
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、焼
き
鳥
な
ど
の

販
売
●
甘
酒
、わ
た
あ
め
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無

料
サ
ー
ビ
ス

　
参
道
に
並
ぶ
竹
灯
篭
と
、周
辺
に
並
ぶ
絵
灯
篭

の
幻
想
的
な
灯
を
夕
涼
み
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住宅用火災警報器の
作動確認をお願いします

中原延命地蔵尊

身代わり地蔵りんご祭り

P 本原小学校文

そば処

〔大畑〕

〔荒井〕

こふじ塚

お屋敷公園

真田地域自治センター

至菅平

りんご祭会場141

問  りんごまつり保存会 ☎ 72-3207

　
上
田
地
域
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

平
成
21
年
6
月
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
お
宅
は
早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に
機
能
す
る
た

め
に
は
、
日
頃
の
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。「
い

ざ
」
と
い
う
と
き
の
た
め
に
作
動
確
認
と
お
手

入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
本
体
の
交
換
時
期
は
設
置
し
て
か
ら
10
年

が
目
安
で
す
。
設
置
時
期
を
確
認
し
て
計
画
的

な
交
換
を
お
奨
め
し
ま
す
。

「
電
池
切
れ
に
注
意
!
」
…
電
池
が
切
れ
る
と

作
動
し
な
く
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
ボ
タ

ン
を
押
す
な
ど
し
て
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

電
池
を
交
換
し
て
も
作
動
し
な
い
場
合
は
、
取

扱
説
明
書
を
確
認
し
、
故
障
の
場
合
は
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

「
定
期
的
な
お
手
入
れ
を
!!
」
…
ホ
コ
リ
が
入

る
と
誤
作
動
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
お
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

掃
除
方
法
は
機
種
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
の
で
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※警報音は機種によって異なります。

問真田消防署　有線 2009
　　　　　　　☎ 72-0119

カメラニュースで
は、地域の中の様々
な出来事や話題を
お届けします。

カメラニュース
カメラニュース

らいてうの家が
オープン

記録に挑戦

路線バス

お知らせ

5月10日

4月25日

公民館だより 第56回真田地域体育祭
たるころがし

５人６脚リレー

なかよしパンツリ
レー

みんなで息を合わせて
（大縄跳び）

路線バス

会
と
各
種
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、

住
民
自
治
組
織
設
立
の
経
緯
や
組

織
構
成
の
ほ
か
、
あ
い
さ
つ
運
動

や
歴
史
・
文
化
を
伝
え
る
活
動
、

健
康
・
福
祉
の
取
り
組
み
、
防
災

訓
練
な
ど
５
つ
の
部
会
の
活
動
に

つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

真
田
地
域
協
議
会
委
員
や
自
治

会
長
か
ら
は
、「
自
治
会
と
の
連

携
」「
役
員
の
確
保
」「
市
か
ら
の

交
付
金
に
つ
い
て
」
な
ど
多
く
の

質
問
も
出
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
真

田
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
方
の
感
想

●
良
い
と
思
っ
た
点

・
前
向
き
で
、楽
し
み
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
様
子
に
感
動
し
た
。

・
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
生
き
生

き
と
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
。

・「
ダ
メ
も
と
で
良
い
か
ら
始
め

て
進
め
て
み
る
」の
考
え
が
印

象
に
残
っ
た
。

・
引
き
返
し
た
り
、方
向
を
変
え

た
り
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
進
め

て
い
け
ば
良
い
結
果
に
な
る
と

思
っ
た
。

●
真
田
地
域
で
取
り
組
む
場
合
の

課
題

・
人
材
の
確
保
と
養
成

・
自
治
会
と
の
連
携
や
予
算

・
多
く
の
人
に
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
づ
く

り

～地域内分権の確立に向けて～

昨年の七夕バスより

住
み
や
す
い

真
田
地
域のた
め
に

地域内分権  先進地視察

3 2



幸
村
く
い
ず

●
真
田
氏
と
の
つ
な
が
り

　

真
田
氏
も
ま
た
、
山
家
神
社
を
と
て
も

大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
阿
山
山
頂
の
神
社
の
社

や
し
ろ

は
、
真
田
幸

隆
と
信
綱
に
よ
っ
て
建
て
替
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

真
田
昌
幸
が
上
田
城
を
築
城
す
る
際
に

は
、
山
家
神
社
を
上
田
城
の
鬼
門
除
け
の

神
様
と
し
て
祀
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、真
田
氏
だ
け
で
は
な
く
、上
田
城

藩
主
の
仙
石
氏
、松
平
氏
も
守
護
神
、祈
願

所
と
し
て
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

1
6
0
0
年
に
は
、
真
田
信
之
に
よ
っ

て
社

や
し
ろ

の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、

仙
石
氏
、
松
平
氏
も
社
の
修
覆
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

大
正
７
年
（
1
9
1
8
年
）
に
は
、
松
代
藩

最
後
の
藩
主
真
田
幸ゆ

き

民も
と

の
子
・
幸ゆ

き

治は
る

が
成

人
に
な
っ
た
記
念
木
と
し
て
、
本
殿
の
両

側
に
杉

の
木
を

植
え
た

と
い
う

石
碑
も

残
っ
て

い
ま
す
。

　

創
立
は
不
詳
で
す
が
、平
安
時
代（
7
9
4

年
〜
1
1
8
5
年
）
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
格
式

（
律
令
の
施
行
細
則
）
の
一
つ
、
延え

ん

喜ぎ

式し
き

の
巻

九
・
十
の
延え

ん

喜ぎ

式し
き

神じ
ん

明め
い

帳ち
ょ
う

に
、※1
祈と

し

年
ご
い
の

祭
ま
つ
り

を
行
う
格
式
の
高
い
神
社
（
官
社
）
と
し
て

山
家
神
社
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
家
神
社
に
は
、
大お

お

国
く
に
の

主
ぬ
し
の

神か
み

、
伊い

邪ざ

那な

美み
の

神か
み

、
菊く

く

理り

姫
ひ
め
の

神か
み

が
祀
ら
れ
、
山
家
郷
（
真

田
地
域
を
中
心
と
し
た
一
帯
）
の
産う

ぶ

土す
な

神か
み
（
守

り
神
）
と
し
て
ま
た
、
水み

く

分ま
り

の
神か

み
（
水
の
分
配

を
司
る
神
様
）
と
し
て
人ひ

と

々び
と

に
崇す

う

拝は
い

さ
れ
て

い
ま
す
。

　

奥
宮
は
四あ

ず

阿ま
や

山さ
ん

に
あ
り
、
下
流
の
広
い

水
田
地
帯
を
潤
す
神
様
の
水
源
と
な
る
山
、

水み
ま

分く
り

の
神か

み

の
宿
る
霊
山
と
し
て
尊
ば
れ
て

い
ま
す
。農
耕
生
活
を
営
む
昔
の
人
々
は
、

豊
富
な
水
を
生
ん
で
く
れ
る
山
に
恩
恵
を
、

ま
た
、
洪
水
や
水
害
な
ど
の
災
害
を
も
た

ら
す
山
の
姿
に
恐
怖
の
念
を
い
だ
い
て
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

山
家
神
社
は
、
白は

く

山さ
ん

様さ
ま

と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

山
家
神
社
に
残
る
書
に
よ
る
と
、
養
老

2
年
（
7
1
8
年
）
、
加
賀
（
石
川
県
）
か
ら
白し

ら

山や
ま

比ひ

咩め
の

神か
み

を
四
阿
山
に
勧か

ん

請じ
ょ
う（
神
仏
を
他
の

場
所
に
移
し
て
祀
る
こ
と
）
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
り
四
阿
山
と
そ
の
里
宮
で
あ
る

山
家
神
社
で
の
※2

白
山
信
仰
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

山
家
神
社
で
は
、毎
年
4
月
中
旬
、五
穀

豊
穣
を
願
っ
て
、
春
の
例
大
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

神
事
で
は
、
浦
安
の
舞
が
舞
わ
れ
、
そ

の
後
、
真
田
自
治
会
と
横
沢
自
治
会
に
よ

る
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
浦
安
の
舞

は
、
緋ひ

色い
ろ
（
や
や
黄
色
み
の
か
か
っ
た
鮮
や
か

な
赤
）
の
袴
に
小お

忌み

衣ご
ろ
も

、
菊
の
花
櫛く

し

を
身
に

ま
と
っ
た
小
学
校
高
学
年
の
女
子
4
人
に

よ
っ
て
舞
わ
れ
ま
す
。前
半
が
檜ひ

扇お
う
ぎ

の
舞
、

後
半
が
小
さ
な
矛
の
周
り
に
鈴
を
つ
け
、

五
色
の
布
を
長
く
垂
ら
し
た
鈴す

ず

矛ほ
こ

の
舞
で

す
。
ま
た
、
獅
子
舞
は
、
今
は
2
自
治
会
が

奉
納
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
他
の
自
治

会
で
も
奉
納
し
、
助す

け

練ね

り
と
し
て
他
地
区

の
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

※
1
祈と
し

年ご
い
の
祭ま
つ
り…
1
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る
道
祖
神

の
お
祭
り
で
、毎
年
2
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

※
2
白
山
信
仰
…
石
川
県
、福
井
県
、岐
阜
県
に
ま
た

が
る
白は
く
山さ
ん（
標
高
2
7
0
2
メ
ー
ト
ル
）の
山
岳

信
仰
。

シリーズ

其の六

　
2
0
1
6
年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
に
「
真
田
丸
」
の

放
送
が
決
ま
り
ま
し
た
。
自
治
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
さ
な

だ
で
は
、
真
田
幸
村
や
真
田
地
域
に
残
る
真
田
氏
に
係
る

史
跡
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

真
田
幸
村

三好清海入道でござる。

今回は、山家神社の紹介

で ご ざ る。「真 田 丸」放

送開始まであと半年を

切ったでござるぞ。

イラスト /柳沢雄二氏

延え

ん

喜ぎ

式し

き

内な

い

山や

ま

家が

神じ

ん

社じ

ゃ

　

グ
ッ
ズ
班
デ
ザ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で

は
、
真
田
産
ド
ラ
イ
り
ん
ご
と
り
ん

ご
ジ
ュ
ー
ス
の
入
っ
た
サ
ー
タ
ー
ア

ン
ダ
ギ
ー
を
試
作
し
ま
し
た
。
り
ん

ご
の
甘
味
が
口
の
中
に
広
が
り
、
美

味
し
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
今
後

は
真
田
地
域
の
お
店
で
の
販
売
を
目

指
し
ま
す
。

　

観
光
客
へ
の
地
域
で
の
お
も
て
な
し
を

考
え
る
「
真
田
郷
の
会
」
が
、
６
月
12
日

に
初
会
合
を
開
催
し
、
20
人
ほ
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
長
谷
寺
や
山
家
神
社
で
の
お
茶
の
提
供
や

空
き
家
、空
き
商
店
の
活
用
、自
動
販
売
機
な

ど
へ
真
田
地
域
の
個
性
を
出
し
た
ラ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
お
も
て
な

し
に
向
け
た
活
動
が
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

小
宮
山
恒
雄
氏 

　
有
線
3
4
1
2
☎
72 

¦
2
4
2
4

宮
下
俊
哉
氏

　
携
帯
0
9
0
¦
2
6
6
1
¦
3
9
4
1

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
の
放
送
が
、

地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ

う
に
と
、
書
家

歴
60
年
の
飯い
い

嶋じ
ま

頼よ
り

雄お

さ
ん
（
傍

陽
中
組
自
治
会
）

か
ら
ゆ
き
む
ら

夢
工
房
に
、「
真

田
丸
」と
書
か
れ
た
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
真
」
の
一
筆
目
は
剣
を
、「
丸
」
の
二

筆
目
は
薙な
ぎ
刀な
た
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
文
字
全
体

に
躍
動
感
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　

飯
嶋
さ
ん
は
「
地
域
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
て
い
か
れ
れ
ば
良
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

信
綱
寺
や
山
家
神
社
な
ど
を
訪
れ
、

市
内
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
、
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
信
州
上
田
城
下
町
の
方
の

ガ
イ
ド
を
直
接
聞
き
、
ガ
イ
ド
の
仕

方
を
体
験
学
習
し
ま
し
た
。

　

女
子
生
徒
は
、「
豆
知
識
な
ど
も
勉

強
し
て
ガ
イ
ド
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
和
歌
山
県
九
度

山
町
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
九

度
山
町
で
開
催
さ
れ
る
「
大
収
穫
祭

Ｉ
Ｎ
九
度
山
」に
併
せ
て
訪
問
し
ま
す
。

　

真
田
昌
幸
、
幸
村
親
子
が
過
ご
し

た
地
を
訪
れ
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

真田中学校３学年　真田丸プロジェクト

「真田郷の会」が発足

期　日 ▼11月14日㈯〜15日㈰一泊二日
訪問先 ▼九度山町
募集対象者 ▼真田地域住民を中心とした市民
定　員 ▼30人（先着順）
参加費 ▼15,000円（保険料、拝観料、バス代含）
※参加人数によっては変更になる場合があります。

参加ご希望の方は、7月28日㈫〜8月21日㈮ま
でに地域振興課へお申し込みください。

真田地域を盛上げるために取り組んでいるみなさんを紹介します

飯嶋頼雄氏「真田丸」書の寄贈

山家神社

真田地域農産物アンテナショップ「ゆきむら市」 を開設

ゆきむら夢工房
そば処 8 月営業日の

　お知らせ 　慶長20（1615）年、大坂の陣が起こってか
ら今年で400年。大坂夏の陣図屏風などの資
料から、真田一族の活躍に迫ります。

期　日 ▼7月18日㈯〜8月31日㈪
　　　　※企画展中は無休
時　間 ▼午前9時〜午後5時
場　所 ▼真田氏歴史館
入館料 ▼一般200円、小中高校生100円

　ゆきむら夢工房では、大型連休な
どの時期に「そば処」を開店していま
す。上田市産そば粉を使い、地元「そ
ば打ち会」が打つ8割そばです。
　多くの皆様のお越しをお待ちして
おります。

【8月の開店日】
日時 ▼1日㈯〜2日㈰、8日㈯〜9日㈰、
12日㈬〜16日㈰
午前11時から午後2時まで（1日あた
り100食。完売次第閉店です）
場所 ▼ゆきむら夢工房
内容 ▼もりそば　　　　700円
　　　かけそば（冷・温）700円
　　　かきあげ1ヶ　　 100円

　真田地区営農活性化委員会では、真田地域の農産物等のPRと、観光客の皆さんへ
のおもてなしとして、真田地域で採れた新鮮な農産物や加工品を販売しています。
どうぞご利用ください。

日　時 ▼6月6日〜11月30日までの土日、祝祭日　午前10時〜午後2時まで
場　所 ▼真田氏歴史館敷地内
　　　　自動販売機東側
出店者 ▼入軽井沢活性化組合
　　　　（お通さんの畑）
　代表　小林通子氏
　赤井活性化組合　代表　若林忠道氏
　竹室活性化組合　代表　古市義和氏

問  産業観光課　有線 2032
☎ 72-4330

問  産業観光課 有線 2024☎ 72-4330問  ゆきむら夢工房　有線 2042
☎ 72-2204

申  問  地域振興課　有線 2015 ☎ 72-2202

真田氏歴史館特別企画展
「大坂の陣」開催

【グッズ
班】

【ガイド
班】

市民交流団
「九度山町」訪問事業　参加者募集

幸
村
く
い
ず

次
号
も
、
真
田
地
域
の
真
田
氏
ゆ
か

り
の
史
跡
等
や
真
田
丸
放
送
に
向
け

て
取
り
組
み
を
し
て
い
る
団
体
等
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▼

昨
年
の
訪
問
事
業
よ
り
「
真
田
庵
」

大阪夏の陣図屏風
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みんなで止めよう温暖化「未来が変わる。日本が変える。チャレンジ25」

夏休みのお出かけは、マイカー利用を控えて公共交通機関を利用しましょう。

印刷／中沢印刷株式会社

真田図書館通信真田図書館通信

問　真田図書館　有線 2003　☎ 72-8080

おすすめの新着
本

図書館
からの お知らせ

【一般書】
●武道館……………………………… 朝井　リョウ/著
●地下水路の夜………………………… 阿刀田　高/著
●クラシック音楽のトリセツ………… 飯尾　洋一/著
●不幸な認知症幸せな認知症…………… 上田　諭/著
●地図で読み解く江戸・東京……江戸風土研究会/編・著
●独特老人……………………………後藤　繁雄/編・著
●偽装…………………………………… 笹本　稜平/著
●キャパへの追走…………………… 沢木　耕太郎/著
●若冲…………………………………… 澤田　瞳子/著
●ヒア・カムズ・ザ・サン………………… 小路　幸也/著
●お釈迦さまの薬箱……………………… 太瑞知見/著
●子どもが「読書」に夢中になる魔法の授業
　……………………………………ドナリン・ミラー/著
●山月庵茶会記…………………………… 葉室　麟/著
●随想春夏秋冬……………………… 宮城谷　昌光/著
●集団的自衛権とイスラム・テロの報復… 宮田　律/著
●ムシの考古学…………………………… 森　勇一/著
●牢人たちの戦国時代………………… 渡邊　大門/著

【児童書（絵本）】
●身近な危険生物対応マニュアル
　……………………………………今泉　忠明/監修・著
●ねねねのねこ…………………… おおなり　修司/文
●ちいさなひこうき…………………… 笠野　裕一/作
●ぴーぴーばっくしまーす……………… 片山　健/作
●よのなかを変える技術………………… 今　一生/著
●おねがいパンダさん…スティーブ・アントニー/さく
●おかお　おかお　おかおだよ……………… スマ/文
●知ってびっくり!日本の歴史のお話
　………………………………… 後編　田代　脩/監修
●神社・お寺のふしぎ100…………… 田中　ひろみ/文
●ぼくがすきなこと……………… 中川　ひろたか/文
●アントンせんせいおでかけです…… 西村　敏雄/作

【郷土の本】
●信州着物暮らし十二カ月…………… 北沢　房子/文
●東海・北陸・信州道の駅徹底オールガイド
　………………………………… みちのえき倶楽部/著
●るるぶ安曇野松本白馬……………………………’16

　5月30日、真田図書館とサポーターの会では、三
みつ
井
い
崇
たか
裕
ひろ
さん（傍

陽出身）と春
はる
山
やま
竜
たつ
也
や
さん、椎

しい
野
の
未
み
花
か
さんによる、クラリネット、ファ

ゴット、オーボエの木管三重奏のコンサートを開催。90人を超え
る方が来館し、木管楽器の優しいハーモニーを楽し
みました。
　楽器の説明や、演奏曲、作曲家の紹介もあり、初め
て木管楽器の演奏を聴いたという女性は「丁寧な説
明で分りやすかった。演奏も優しい音色でとても素
晴らしい。今後も活躍してほしい」と話していました。

開館５周年記念コンサートを開催

夏の星座を
見よう星空観望会を

開催
真田図書館とサポーターの会では、星空観望会を開催し
ます。大勢の皆さんご参加ください。

日　時 ▼ 8月2日㈰午後7時〜9時頃【予備日8月8日㈯】
場　所 ▼真田中学校グラウンド
講　師 ▼渡

わた
辺
なべ
文
ふみ
雄
お
氏（元創造館館長）

定　員 ▼ 50名　参加費 ▼無料　持ち物 ▼懐中電灯
駐車場 ▼真田地域自治センター駐車場
　　　※真田中学校グラウンド内は駐車できません。
申し込み ▼真田図書館へ電話で
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